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11　月　の　行　事　予　定

1 日 17 火 ＪＰ団体長会議（太閤園）
ＪＡＧＡＴ近畿大会2015（太閤園）

2 月 18 水

3 火
文化の日

19 木 コスモス会　役員会

4 水 20 金

5 木 21 ㊏

6 金 長寿会（大阪天満宮）、コスモス会ヨガ教室
D.D.S.S. セミナー＆ワークショップ 22 日

7 ㊏ スペース21大阪大会 23 月
勤労感謝の日

8 日 ジャグラ理事会（大阪） 24 火

9 月 25 水

10 火 26 木

11 水 27 金

12 木 ＯＧＳ役員会（ＪＰビル８階会議室） 28 ㊏

13 金 29 日

14 ㊏ ジャグラ愛知県支部60周年記念式典 30 月

15 日 コスモス会ゴルフコンペ

16 月

OGS 忘年会
12月1日（火）19:00～

心斎橋 寅八商店

12月の行事予定 １月の行事予定
1日（火）	 ＯＧＳ忘年会（心斎橋　寅八商店） 7日（水）	 ＯＧＳ新年互礼会	（ウェスティンホテル大阪）

近畿地協総会・懇親会
会場：ホテルルビノ京都堀川

OGS新年互礼会
１月７日（木）

会場：ウェスティンホテル大阪
詳細は後日お知らせします



＜コスモス会 岡会長からの喜びのメッセージ＞
　助け合い、時代を乗り越えてきたコスモス会。会員皆さ
んの参画意識と協力のおかげで結成25周年を迎えること
ができました。誠におめでたく喜ばしい限りです。
　委員会を立ち上げ『周年記念・淡路島旅行』を実施した
ところ、宿泊22名、日帰り4名と多くの会員の参加を得
ました。澄み渡った秋晴れの下、みんなで喜びを分かち合い、
学び、たくさんの目的を達成することができました。私もた

いへん楽しみ、生涯の思い出となる旅行となりました。
　25年間、決して崩れない会員相互の信頼と思いやり。
記念として全員参加の通信記念号を発刊致します。
　ＯＧＳはじめ、長い年月にわたりコスモス会をご支援くだ
さる方々、そして会の行事へ快く送り出してくれる家族。全
ての人への感謝の気持ちを忘れずに、これからも仲間と共
に心の富を築いていきましょう。　

コスモス通信記念号より

　10 月 9 日、10 日と２日間にわたってジャグラの全国
協議会が開催されました。全国からジャグラの理事や支
部長が東京ドームホテルに集まり、1日目は「印刷でま
ちおこし」をテーマにしたグループディスカッションを
はじめ、東京グラフィックスを中心にジャグラでも立ち
上がりつつあるBCPについて、第一資料印刷 ( 株 ) の取
り組みについての講演、各種コンテストの表彰式など盛
りだくさんの内容でした。自然災害やインフルエンザ流
行などの緊急事態に備えた BCP（事業継続計画）につ
いては、ジャグラの動きを見ながら今後はOGS でも取
り組んでいくべき内容かもしれません。
　2日目は経営コンサルタントの竹内謙礼氏より「小さ
な会社こそ、高く売りなさい」をテーマにセミナーが開
催されました。冒頭に「お客様からお金をいただくこと
が、かつてに比べて格段に面倒くさくなっている。必死

に考えて手間をかけないといけない」というメッセージ
が印象的で、朝早くからの開催にもかかわらず全員が熱
心に聞き入っていました。その後は、環境委員会からの
報告、各地協より事業報告、来年の北海道文化典の案内
がありました。

報告：OGS専務理事　岡　達也

ジャグラ　全国協議会報告

　コスモス会が今年25周年を迎えた。業界で育てられ、自らも努力し研鑽し続けてきた結果、昨年には
日印産連から長年の活動が評価され ｢特別賞 ｣を授賞した。
　さる10月17・18日、記念行事として淡路島観光旅行を実施、会員33 名中宿泊者 22 名、日帰り４名
が参加し、25周年を祝った。

おめでとう。 25周年

近畿地方協議会
第59回  通常総会・懇親会のご案内

日　時：2015年11月13日（金）
　　　　　16：00　受付　　　　　16：30　通常総会
　　　　　17：30　懇親会受付　　18：00　懇親会
場　所：ホテル ルビノ京都堀川
　　　　〒602-8056　京都市上京区東堀川通下長者町下ル
　　　　TEL　075－432－6161

野島断層保存館にて
―阪神・淡路大震災の脅威を改めて知る―

最高のお料理を前に

おのころ神社 大鳥居

ホテルからの夕日は格別

奇跡の星の植物館前で全員集合



日　時　平成 27 年 10 月 20 日（火）18：00 ～
場　所　ＪＰビル 8階会議室
出席者　岩下理事長、黒木副理事長、山田副理事長、
　　　　岡専務理事、大家理事、小幡理事、木原理事、
　　　　佐藤理事、杉浦理事、東條理事、岡コスモス会長
議　案（本部・各部報告その他）
・ 10/9・10 ジャグラ全国協議会・自費出版ネットワーク
　報告、その他について
・ 11/7 スペース 21 大阪大会、11/13 近畿地協総会、
　11/14 愛知県支部周年行事、その他について
・ 12/1（火）ＯＧＳ忘年会について　
・他団体との交流について
　（関西電子情報産業協同組合、近畿複写産業組合等）
・コスモス会 25 周年記念行事報告

（10月）

 9日（金）～10日（土）

	 ジャグラ理事会、全国協議会、自費出版（東京）

17日（土）～18日（日）

	 コスモス会 25周年記念旅行

20日（火）ＯＧＳ役員会（ＪＰビル 8階会議室）

28日（水）近畿地協幹事会（ＪＰビル 8階会議室）

次回役員会
11月12日（木）18：00 ～（ＪＰビル 8階会議室）

総 務 報 告第５回　役員会 報告

―OGS から ( 株 ) 遊文舎の 3 氏が入賞―
　今年度から開催された AdobeIn Design のオペレー
ション技能を競う「ジャグラコンテスト第 1 回 InDesign」
の第 2 次審査が 2015 年 9 月 11 日に実施され、審査の
結果、応募総数 228 名の中から ( 株 ) 遊文舎の石田直子
さん、村石久美子さん、成松敬子さんがベスト 10 に入賞。
新潟県支部の㈱ウィザップに所属する古山裕也氏が栄えあ
る “ 初代 InDesign マイスター ” に輝きました。

□ 第 1 次審査は小冊子（全 20 ページ）の制作が課題
　第 1 次審査では、本誌 20 ページ分の小冊子制作が課
題となりました。出題から課題提出締切までの期間は約 1
か月間。応募者には課題要件を示した説明書と仕上り見
本を送り、指定に沿って制作されたデータをインターネッ
ト経由で提出する形式をとりました。
　採点においては、8 名の高度な専門知識を有する採点
員がコンテスト基準に則って細かく審査。その中でとりわ
け、課題要件の「24 か月継続して発刊する予定の月刊誌
を制作」を想定し、データの次号流用や原稿差し替えに柔
軟に対応できるデータを作成した応募者が上位を獲得しま
した。

□ 第 2 次審査は 120 分 /6 問の実技試験
　第 1 次審査上位得点者から 10 名が選出され、去る 9
月 11 日、ジャグラ本部・DTP スクールで第 2 次審査が
行われました。
第 2 次審査では、多彩な InDesign 機能を問う制作課題
が 6 問出題されました。合計 180 点満点とし、コンテス
ト総合順位は、第 1 次審査と第 2 次審査得点の合計点で
競われました。

□ 講　評
　第 1 次審査においては、出題から提出締切まで約 1 か
月間という短い制作期間にも関わらず、約 9 割の方が期
限内に課題を完成させて提出しました。納期厳守が求めら
れる印刷業務において、これは特筆すべきことでしょう。
第 1 次審査の採点結果では、応募総数 228 名のうち、
InDesign 技能が標準以上のオペレーターは約半数（112
名）、印刷技能が標準以上のオペレーターは約 8 割（186
名）にのぼりました。第 1 次審査の採点結果を分析す
ると、ジャグラ会員企業には高度な印刷知識を有するオ
ペレーターが多数所属していることがうかがえる一方、
InDesign 技能の向上には課題が残されている企業も複数
見受けられました。

GS グラフィックサービス 10 月号より

JaGra コンテスト 第1回 InDesign

InDesign 
マイスター決定
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 D.D.S.S. ビジネスマーケティング研究会
第3回セミナーのご案内

テーマ：「サイバー攻撃への対応と業務生産性向上に
向けたコミュニケーションの改革」

記

日　時　11月20日（金）16：00~17：30
場　所　富士ゼロックス株式会社

ドキュメントコア・オオサカ2Fセミナールーム
　　　　大阪市中央区本町3丁目5番7号

（地下鉄御堂筋線本町駅3番出口）

講　師　富士ゼロックス株式会社情報通信システム部
ICT活用推進グループ　林　昌宏　氏

参加費　1,000円（D.D.S.S.会員は無料）
申し込み〆切　11月17日（火）　FAX　06-6208-6660

　D.D.S.S.( デジタル・ドキュメント・サービス研究
会 )は、マイナンバー対策の最新動向と今やるべきこ
と」をテーマに、富士ゼロックス西日本株式会社小倉
顕朗様よりマイナンバーの最新動向や対策への示唆、
安全管理措置への対応方法についてのセミナーを実施
した。マイナンバー制度の基本の理解、番号制に伴う
業務（対象帳票、安全対策、規程策定）、番号導入に
伴う対応のポイント（現状分析 /リスク /対応事項整
理）を紹介した。マイナンバー（社会保障・税番号）
制度は、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情
報を管理し、複数の機関が保有する個人の情報が同一
人の情報であることを確認するために活用されるもの
で、行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平・公
正な社会を実現する社会基盤である。マイナンバーは
特定個人情報として取り扱いは厳しく制限され、違法
な行為に対して法定刑が科せられる。例えば、個人番
号利用事務等に従事する者が、正当な理由なく特定個
人情報ファイルを提供すると、４年以下の懲役または
200 万円以下の罰金が科せられる。企業は従業員等か
ら収集したマイナンバーの利用や管理について、ガイ
ドラインに則した厳格な対応が求められる。基本方針
の策定、取扱規程の策定、安全管理措置などの新たな
業務が発生する。その中で負担が大きい業務は「本人

確認（番号確認
と身元（実在））
確認）の手続き」
である。本人確
認には、対面 /
書面方式、オン
ライン方式、電
話の 3つの方法
があるが「対面
/書面」か「オ
ンライン」が現実的な方法とのこと。経営者がマイナ
ンバー制度による影響をしっかり理解し、業務を洗い
出しリスクと課題を抽出し対応策を策定することが必
要で、制度対応には費用がかかることを理解する必要
がある。マイナンバー制度対応の５つの注意点は、①
取扱規程策定（業務のルール）②入手業務③取扱業務
（取得 /利用 /保管 /廃棄）④調書提出業務⑤安全管
理措置（組織/取扱者/漏えい/作業場所）である。個々
の注意点に都度対応はしている企業が多く、全体最適
になっていないのが現状である。マイナンバー制度を
機に、本来あるべきセキュリティー対策を見直しては
いかがだろうか。
� 記事提供：　D.D.S.S. 事務局

2015 年度 D.D.S.S. セミナー　「マイナンバー対策の最新動向と今やるべきこと」
講演：富士ゼロックス株式会社　広域マーケティング部　小倉 顕朗 氏

D.D.S.S.報告

忘年会のお知らせ
～泳ぎイカとカツオのタタキが評判！～　参加費：6,500 円

日　時：12月 1日（火）19：00～
場　所：寅八商店　心斎橋店（TEL06－6251－5199）
　　　　〒 542-0083 大阪市中央区東心斎橋 1-18-24
� クロスシティ心斎橋　地下一階

グリーンプリンティング
認定制度
―そろそろ環境に配慮した
　印刷製品づくり始めませんか―

GP 認定制度公式キャラクター
ジッピー


